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折りあって検家の人々を再読したが，ほぽ半世紀ぷりの再読はほぼ初めて
と同じことで，大いに愉しんだ。三部から成るその全体は，以前に読んだと
きは単行本の一冊であったから，さほど意識もしなかったが，文庫として三
分冊で夫々の部分を収めた形で刊行されたものを読むと，ょうやくその区分
が明らかに示される。第一部はほぼ検家を，検病院を，一人で築いた権基一
郎の物語で，松原に新天地を求めて第二病院を建てるために土地を，これま
た自己流の絶妙のアイディアによる方法で測量している最中に，卒中に倒れ
るところまでを収めるが，これは軽やかにいわば喜劇を見るように愉しめる。
そのような書き方がなされている。ということはつまり，人物はもっぱら外
側から距離を以て眺められ，作中では爾余の登場人物たちの地平を一頭地奇
抜いたところにこの当主は位するが，読者はむろんそれを，有象無象の作中
人物たちが彼を仰ぎ見るのとは別に，むしろ上から術服することになる，そ
こからこの人物特有の向かうところ敵なしの自信に裏付けられた軽快さ，と
同時に，ときとしてその立ち居振る舞いからはそこはかとない滑稽味が浮か
び上がってくる。愉しく見世物を眺めるようにこの人物を眺められる。眺め
る視点が，彼の外側に，少し上方に据えられているからこそのことだが，こ
の平穏無事の語りの地平は，物語が進み，世代は親から子へと移り，物思う
年頃に達した桃子の，その心中に肉迫した描写に及んで，ついに破られるこ
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ととなる。視点は人物の内部に分け入って，共に苦しみ，共に喜ぶ，即ち喜
怒哀楽を読者は共にするに至る。徹吉についても，初めは兎も角，次第に画
面の面積を占める割合が増えるに従って，同様の肉迫，侵入，が認められる。
その苦労多く愉しみ少なかった人生の述懐は，いわゆる私小説に似るが，こ
の長編小説はかくして烏撒傍観と肉迫沈潜との両極の聞に懸けられたヤコブ
の梯子とは言わないまでも上下の懸隔にかけられた階梯をより下りして往き
来することとなる。方向は概ね前者から後者に向かうことが否めないのは，
それなりの理屈があるかも知れないがこれはさで捌く。世界観の枠組みは，
ここでその最大枠として，鳥敵傭敵が可能な距離，叙事詩を成立させる距離
感を確保し得るところに据えられている。
基一郎は，徹吉の第一観からすると，かなりいい加減なところもある，山
師まがいのところにすら時として必要ならば歩み寄ることを厭わない，とて
も厳粛な研究者の，専門家の観点に収まりきれない，あるいはその枠を墨守
し得ない，一寸作り物めいたところなしとしない傑作な人物である。謹厳な
研究一筋の養子からは窺い知れない奇想天外な着想，妙諦を心得た対人関係，
とりわけ患者相手のその対応は，博学厳密な徹吉の意表を衝く，というより，
後年になってこの秘蔵っ子の養子は，自分も臨床の場に臨んでつくづくこの
方面に於ける自己の無能を自覚せざるを得ない。その期に及んでようやく基
一郎の，嘘八百とさえ形容できなくもないほら話自慢話がじっは患者にとっ
ては大きな救いをもたらし得るものであったと痛感する。専門知識を森羅万
象宇宙万般の事どものみならず日常茶飯に速なる些事になぞらえて説く術を
心得ていた基一郎は偉大なるユニパーサリストだったと思い知るのである。
患者から神と敬われ慕われた基一郎，この人物こそは，その戸咳に接し得た
有象無象の患者たちそれぞれに，それぞれにふさわしい言葉を以て語りかけ
ることができた，言い換えればその融通無碍に七色の変化を遂げる言説はバ
ベルの塔の崩壊とともに千変万化の多様に分割された多様な各言語に翻訳さ
れて聞き手からは理解された，見る側それぞれが，それぞれに見た，思い描
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いたその面影は，それぞれに異なる表象となって像を結んだに相違ない。い
わば神の姿を人が見る，その見方に従って。いわば基一郎はそのような神話
的存在，即ち神と見立てられたといって差し支えないが，彼の姿はもとより
そのような信者たちの見たであろうようには描かれなL、。つまり，各人各様
の一点の曇りなき神の似姿ともおぼしき，崇め奉る俳優のフ。ロマイドに定着
された，夫々に完結した完全無欠の肖像として固定焦点から凝視されるので
はない，むしろ無数のその御真影は歌留多の札よろしく畳の上にあるいは床
の上にぶちまけられ撒き散らされ，前後左右斜めに衝突し合って互いに互い
安弾き飛ばそうと峡突する。その散乱の乱反射oだからこその滑稽味，喜劇
役者然とした，瓢然たる風合いも生ずるのである。読者はあくまで高みの見
物，それが叙事詩に許された特権である，と共に叙事詩はなにやら神さびた
往古の世界の遁かな不思議さをも漂わせて揺曳する。そのような遁けさは，
二巻目以降には許されるべくもない。虐げられた悩める個人の慎悩が，その
心中に成り代わって諮られ嘆かれる。諦め悟りを心がけでもそれは得るべく
もない。その絶望のさなかにそれでも，死んでも死にきれないとばかり芽生
えては摘まれ捕まれては芽生えるほのかな希望，希望の萌芽，育つべくもな
いその哀れな柴は，踏まれては起き，起きでは亦踏まれる，無間地獄の無限
連鎖から，その連閣の果てしなさから免れるべくもない，となればもう私小
説のこれは世界である。今，夢中になっている，死の赫，はまさにそのよう
な喜怒哀楽の倦まず果てることのない往還循環の泥沼にほかならない。ここ
で視点が上に上がって下を眺めたりしようものなら，すべては嘘っぱちとなっ
て崩れ去るだろう。振り返って，基一郎のなんと嘘のような戯れの軽みだろ
う。第一巻を閉じる広やかな蒼天の下に展がる，どこかイギリスの画家リン
ネルの麦畑の収穫風景ぞ不悶思い出させもする眺めだ。このいちめんの黄色
の充溢の中に，自身ひとつの点と化して，気ぜわしく三角測量の幾何学図形
を描き足し描き足ししながら，いつのまにかこの彼我の境を知らずに越える
こととなる。
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Einsinnigkeitその意味を逐語的に辿るなら一意識性とでも言ったらいい
か，碩学パイスナーがカフカの語り口を形容するにさいして持ちだした用語
である。その祖形的なものをもし過去に求めるならばとしてそこで引き合い
に出されたのが，なんとシュティフターの晩夏であったのにはいささか意表
を衝かれる気がしないでもなかったが，ザラストロの叡智の神殿ならぬ理想
の叡智と倫理の庭と館を，自ら地上に築いてそこに君臨するリーザハの姿は
一一暫時その過去の淵を顧みて今が夏の名残りとしてのみあることを印象付
けるくだりを除いては一一語り手によってひたすら仰ぎ見られる対象として
登場する。語り手が視野を占領して，あるいは視野はもっぱら語り手の眼と
等身大ならぬ等眼大に一致してついぞその枠をはみ出さない，というより枠
の所在など意識に上らない自明さを具えて，だから語り手が登場人物の一員
であることは，話がかなり進んでから偶々その名が名指されることからよう
やく分かるという次第で，その私は掛け替えがない，替えが利かない，それ
ほど手放し難く大事なものかもしくは変えたくなっても変えようがなし、。変
えたくなるような事情が生じて初めて変えようがないことが意識に上るのが
理屈である。それを思い知らせるような凶事に私が巻き込まれて初めて，私
の視野の枠を極措と嘆く場面が切り拓かれる。自我の渦中に獲り込まれてど
こまでも堕ちてゆく私に気がつく。窓を開けたら鼻先三寸の至近に上下左右
どこまでも無限に続く非情な絶壁がつかえていたというカフカの幻視。肺を
病んではじめて息というものを意識する，せざるをえない，何らかの臨界に
達して初めてそれまでの己を知る，知らざるを得ないところに追い込まれる。
ヨーゼフ・ Kの日常は矢継ぎ早にそのたぐいの禍事珍事に見舞われ，果て
ない泥沼から足の洗いようもない。まさに私の眼の牢獄に繋がれる日々といっ
てよいが，そこでこそこの唯一無二の視点が有無を言わせぬ力を暴力を発揮
して読む者を虜にする。島尾敏雄の死の刺に惹かれる所以であるが，話変わっ
て，父をアウシュヴィッツに失ったタボリの，アウシュヴィッツの内部に展
開されるさらなる無間地獄とそこにしも灰かに窺い知れる生活の成立，それ
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を最も私的視点の限定から程遠いはずの芝居という枠組みにみごとに盛った，
その人喰いの物語を，その昔，野島さんの配慮、あるお奨めにしたがってもの
したウィーン観劇記(1)に繋げてみるつもりで，以下に紹介したい。そのさい，
同じ酸鼻を極めた素材を少なくとも主題として共有するウィーン大衆劇の大
御所ネストロイのパロディ作品を，題材そのものの次元をずらし，あわよく
ば一つ高次に上げる，とはつまりもとより元の次元に生息する有象無象の生
き物の意表に出た次元，彼らの次元からはそもそも想像不可能な別次元へと
昇華する，そんな巣敢な試みと過大評価して前後に配してみた。
ネストロイ最後の一幕物オペレッタ「夜風酋長あるいはおぞましき宴
Hauptling Abendwind oder das grauliche FestmahlJ (1862) (オッフェ
ンパック原作による。 ]acquesOffenbach: Vent du Soir ou L'horrib1e 
festin. Operette a Spectacle en un acte. Paro1es de M. Ph. Gille. Paris 
1858)は，南海の最果て，近頃筆盛を買う通弊とは裏腹にオーストリアなら
ぬオーストラリアの，遥か南に位置するという鳥閏，大ルル閏の支配者，柔
和王アーベントヴィントが，隣国パパトウトウの支配者，激烈王ビ‘パーハー
ンの来訪とそれをもてなす祝宴を控え，天候はようやく回復してくるも，獲
物一匹みつからない不猟を託つところから始まる。捕虜も底を衝いて食卓に
供する素材を得る術なし。年頃の娘のアターラは，偶然難破船から島に辿り
ついたはるかヨーロッパからの珍客アルトゥアと出会い，理髪師を天職と心
得た後者は前者の天然自然のままにも見事な髪を見初めるやその職能を開陳
して言い寄るも甲斐なく，ヨハン・シュトラウスの煽幅の主人公の手管その
ままの秘蔵の珍品時計の調べによって前者の心を惹こうと試みる。首尾は上々，
互いに意気投合して，たちまちアルトゥアは素早く決心がつくや旅立ってき
た欧州大陸に三行半を突きつけて，即ちもはや祖悶へは戻らずに，すっかり
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アターラと共にこの地に暮らす気になる。しかし鳥の提により，もし異邦人
と親しもうものなら両者ともども死刑に処せられる運命，それをアターラは
気遣い，相手にいそいで身を隠すよう求める。
53/14-29ω 
アルトゥア: ええっ? じゃあ鳥の娘さんへの希望を当てにしてもい
いのか? 大陸よ，お前には三行半を突きつけるぞ，ここに留まるんだ!
アタラ:ぜんぜん逆よ! だからこそ貴男は大急ぎでここから逃げ出さ
なきゃならないのよ。怖ろしい提を御存知ないのね! 怖ろしい按が私
たちのところにはいっぱいあるけど，これが一等ひどい提だわ。
アルトゥア: 来たばっかりなのに一一
アタラ:島の娘は誰だって一一あたしのことよ ，他所の人に恋した
りしようものなら一一貴男のことよ一一，その人ともども，すぐさま死
ななきゃならないの一一あたしたちこ人のことよ。
アルトゥア:(笑いながら)まあ，そうだとしてもさ! お上によろし
く御挨拶しておきさえすりや， もう大丈夫さ。
アタラ:ええー? よく平気でそんなこと言えるわね?
アルトゥア:その手の提なんか，芝居や小説にはよく出てくるけど，
一一怖るべき按ってやつは，得てしてそんなものさ一一結局は怖るべく
緩くてすんでしまうんだ。
アタラの忠告をまともに受け取らないアルトゥアは，アタラの心配を他所に
その父である酋長アーベントヴィントの前に姿を現す。
56/23-4(2) 
アーベントヴィント:(アルトゥアを密かに値踏みするように，独自〉。
こいつなら，あらためて太らせるまでもあるまい，すぐにでも食えるぞ!
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56/34-8(2) 
アーベントヴィント:(独自)こりやまた幸運! これで満足だわい，
こいつなら昼飯もりっぱなものだ，
健のコックがこいつ忠一部は茄たり，一部は焼いたり，一部はソース
に漬けたりすることだろう。
鴨が葱を背負って現れたような幸運に，これで客人をもてなす糧を得たとば
かり喜ぶ酋長アーベントヴィントはしきりとアルトゥアを歓待，歓談，かた
わら食料として相手を値踏みするのに喜かでなL、。
お抱え料理人オ・グーに「グルメ」を任じるアーベントヴィントは手ずか
らレシピを事細かに指示する。
57/21-58/10ω 
アーベントヴィント:(舌なめずりしながら，独白)この男がもう皿に
盛られているのが目に見えるぶようだ，大小さまざまに切り分けられて。
アタラ:(密かにアルトゥアに)ねえ，あたしと結婚したいって頼んで
よ!
アルトゥア:(密かにアタラに)食事が終わったらすぐにね，君との結
婚申し込みをするさ。
アーベントヴィント:(独自〉こいつはきっと，硬くもない，筋張って
もいなL、。とびきりのご馳走になるだろよ(アルトゥアの脹ら腔を触っ
て調べる)
アルトゥア;今度は擦りときた，これはまた，見たことも聞いたことも
ない習慣だ! きっと，友好のしるしなのさ。
アーベントヴィント(独自) こんな奴を掴まえたとは，こりゃ運が
いい，こんな逸材なら，こんな美味なら，さぞやビーバーハーンも慢の
食卓を褒めてくれることだろう。
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アルトゥア:早く食事になるといいのですが?
アーベントヴィント:もう少々のご辛抱!
アルトゥア:どうやづて証明したらよろしいでしょうか，
これほどの御恩にわたしが値することを。
これほどのご馳走にあずかるご厚意をいただけるとは。
「食ぺちゃいたL、」という本の題を思L、出すが，これは比喰ではない。とい
うより，あそこでも比喰ではなかったかもしれなL、
59j2-60jt幻
アーベントヴィント小声でオ・グーに)頭はフリカッセに，胸は詰
め物をして。
オ・グー:(小声でアーベントヴィントに)肩ロース肉は丸簾貝と和え
ましょう。
アーベントヴィン卜:(同1:)で，メインディッシュはビーフステーキ
だ。(うっとりして)見てみろ，あの若者を。見事なステーキを約束し
てくれる。
オ・グー:(向上〉たしかに左様で-。
アーベントヴィント:(同上)バナナーシュマレンも少々，それから南極
胡瓜もな。ただ，あちらの国々ではどうやってアンチョビバターを搭え
るのか，その秘密も分かりや言うことなしだが。
オ・グー:(同町我が固にもアンチョビは御鹿いますが一一
アべ:(向上)しかし我が邦のアンチョどは乳を日iさんO どうやったら
アンチョビからミルクが取れるんだろ?
アルトゥア:もう私の分もご注文いただきましたか?
アーベントヴィント:(アルトゥアに)細部に至るまで注文済みだよ。
アルトゥア:なにしろ忌々しいほど腹が減ってますものですから一一
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アーベントヴィント:おやおや，それは食事が楽しみですな!
アルトゥア:あなたも一緒に食べて下さいますね。
アーベントヴィント:もちろんです，どうして御一緒しない訳があるも
のか，とはいえその前にあなたは一一
アルトゥア:結構です，それではまたすぐお会い致します。
アーベントヴィント:すぐお会いできるのを楽しみにしておるよ，
(半ば声に出して，傍白)だがな，今度お目にかかるのは今とは似ても
似つかない変わり巣てたお姿になるがな。
アルトゥア:何のことですか?
アーベントヴィント:いやなに慢は， そもそも，何のことでもあり
ませんよ。(密かにオ・グーに〉オ・グー! モツはソース煮でな。
オ・グー:かしこまりました。
アーベントヴィント:(アルトゥアに)悪くお取り下さるな，健はこれ
でもけっこうグルメですのじゃ。
アルトゥア:結構じゃ御出いませんか。それも才能あればこそです。
アーベントヴィント:分かっていただけで嬉しいことじゃ。こちらの御
仁と(とオ・グーを指して)散歩でもなさっていて下さらんか。
アルトゥア:それはまた格別結構ですな。
オ・グー:こちらこそ。(アルトゥアと一緒に退場〉
アーベントヴィント:(二人を見送りながら，アルトゥアのことで独自)
あいつのグラシュが楽しみだわL、。(コックを呼び戻して)オ・グー!
オ・グー:御用で一一?
アーベントヴィント:ちょっとでも焦げ付かせたりしたら，なにかしく
じりでもしたら，承知しないぞ。
アルトゥア:(アーベントヴィントに)御厚意が過ぎます退場しな
がら)こんな過分のおもてなしをいただくとはじつは思ってもみないこ
とでした。
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ここでタボリの「我が闘争MeinKampfJから食に関係するところを引
く。
亡命先アメリカから 1968年にブレヒト生誕 70年記念の一週間のコロキウ
ム ((Brecht伽Dialogtにヘレーネ・ヴァイゲルの招きで「三度とその地を踏
むまL、」と誓っていたドイツに戻りシラー劇場で，父を失ったアウシュヴィッ
ツを題材とした「食人鬼たち』で評判をとり，初めは用心し蒔賭していたも
のの，やがて 71年からドイツに根を下ろすことになる。プレーメン(カブ
カの「断食芸人」で物議を醸す)などを経てウィーンで《クライス》を主催，
c.パイマンが監督となったブ、ルク劇場を根城に晩年の活躍が始まる。フラ
ンツ・シュミットのオラトリオ《七つの封印の書》をザルツブルクの教会で
演出するが差し止めを喰らい，その直後『我が闘争』で最大の成功を収める。
その中には飽食の悪夢の場面とともに，出発点の『食人鬼たち』に通じる，
生きるために殺ろす，人聞の食にまつわる基本的不条理が，料理ショーまが
いの見事なー帽の絵として提示される。
2-1 
先ずは飽食。昔の飢餓の記憶の裏返しのような飽食の日々の現代。~，我が
闘争」の第2幕から
161fyl 
ロプコヴィッツ:I…昨夜，夢を見たよ，わしは休暇でホテル『二季節』
に行った。一一お前さんが尋ねてきた。←一わしは自分の部屋で座って，
苦い涙を流して泣いていた。一どうしたの，とお前さんが聞いた，部
屋が小さすぎるの?一一いいや，サーヴィスが無礼なの?一一いいや。
渦中の私から免れる天よのどこ吹く風 17 
じゃあ，いったいどうしたっていうのさ，ロプコヴィッツ? そこ
でわしは話したよ. 6時には紅茶とバターとビスケットのサーヴィスが
来てわしを起こしてくれる。一一それから朝食になる.4コースあって，
続けてカイザーシュマルンが出る。
それからおやつだ，ソーセージにチーズにミユースリ。それから昼食，
8コース，引き続きカイザーシュマルン。一一それからシエスタ(昼寝)
で元老院おつまみがつく。一一5時にサンドイツチとザッハートルテ。
ディナー. 10コース，続けてカイザーシュマルン. 10時に夜食，
白チョウザメのキャヴィア，ロブスターはアメリカン・スタイル，就寝
前には熱いミルクとモツアルトクーゲル。一一一それが何がまだ不満なの，
ロプコヴィッツ? 糞をするチャンスもまるっきりないのさ。 J
ここではまだ食べるものと食べられるものは尋常の区別がついていたが，
いよいよ次はその主客の垣が怪しくなる。客体はそこで主体の想像力を擦り，
それが自ら拠って立つ地歩を脅かすに足るものと化する O
慰安婦ならぬ介護婦グレートヒェンのプレゼントである最愛の鶏ミッツィ，
冬のさなかにも心身ともに暖を与えてくれるその最愛の愛玩動物を，ヒトラー
の盟友の，極道ならぬ極天の名を戴くヒンムリッシュストが裁く。同第5幕
からヲ|く。
S.l99ff. (3) 
ヒンムリッシュスト:[""今日は皆様にチキン・カツレツのミッツィを野
鳥料理式の美味なソース和えで料理して差し上げます。チキンの胸肉を
カツレツ風に調理するには，鶏を仰向けに置き，翼の上部から包丁を入
れて，間接を分離し，翼をしっかりと掴んで， もろともに胸の半分ほど
をもぎ取ります。同じようにもう片方の翼も処理して，今度は皮を入念
に肉から剥ぎ取り，翼の下部を断ち切ります。それから肉はカツレツ用
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に町いて，柔らかくなった小片をベーコンとマヨラナを加えたバターで
焼きます。鶏をいかにして殺し，準備するか? 両方の翼を掴み，首を
後方に曲げて頭近くを，血が吹き出るまで深く刺します。血です。おび
ただしい血です，正しく血が出ればよろしい。それから羽を宅り，毛焼
きします。首を切るときに喋(えぷくろ〕と喉首を取り出し，人差し指
を体の中に突っ込んで臓物を胸と背から外します。今度は裏返して，尻
のところかに脇から上へ向かつて切れ目を‘本入れ，腸も末端を切り取
り，この穴から心臓，肝臓，胆嚢，および胃を取り出します，そのさい
胆嚢を潰さないようにご注意下さL、。
胆嚢を肝臓から外し，緑色がかったところをすっかり切り取ると，こ
んどは胃を切り聞きます，糟確に切れ目を入れて胃をひっくり返し，中
を空にして，内側の表皮を剥がします。脚は膝関節のところできれいに
断ち落として下さい! それから眼を扶り出し，下側の燐を取ります。
力を入れて，力いっぱいに。力のある人だけがこれぞ成し遂げることが
できるのです! いまや鶏は正しく裁かれました。これでこれで見映え
もよく，びくともしない形が与えられたのです! 仰向けに寝かせて腿
を下へ押しつけます。細くて白いスパゲッティを通した，長い綴じ針あ
るいはしつけ針を，右関節のところから腿の中に刺し込み，胴体を通し
て左関節のところへと出します。それから左の翼を貫通して，胴体を通
り抜け，右の翼へと至り，艇と肉とを通って尻のところまで辿り着きま
す。しかし血はまったく出ません。まだ血が出ているようではいけませ
ん。いかにして血を滞りなく受け止めるか? 刺し殺した鶏を，血が刺
し傷から流れ出るように脚を高く持ち上げて吊し，血を皿に受け，血が
固まらないように酢を入れて掻き混ぜます。それでもなお血がのぼった
ままの人は，たしかに堅物です! その聞に肉は，ベーコンと玉葱，ア
ンチョビ¥杜松(ねず)の実，胡椴，欝香草(ティミアン)を加えて焼
きます さきほど皿に受けておいた血に赤葡萄酒を混ぜ，上から注
渦中の私から免れる天上のどこ吹く風 19 
ぎかけて，肉と和えて一一美味しそうに一一盛りつけます! 血和えの
肉，血のソースに浸った肉は，美味です。(泣く)私は結局自分の義務
を果たしたまでです。あなた方が， もし若くてかりかりしているならば，
タールを頭からぶつかけられ，熱湯で茄でられるでしょう! 言い訳は
致しません! 年をくった獣だったら，もちろん，柔らかくなるまで吊
しておきます!J 
ヘルツル:I君ら，始めは，鶏を焼いていると，終いは，人聞を焼くよ
うになるぞ。」
2-2 
次に時間軸を遡って『食人鬼たち』から，飽食の対極に生まれるかけがえ
のない食の場面，そのごく一部を垣間見る。
先ずは冒頭。 KZの中の縮小の極に至ってほぼ無に瀕した食物，それをめ
ぐる攻防の場面。
5f.ω 
プッフィが起き上がる，用心しながら寝台から下りて，爪先立ちで一隅
へと忍び歩いてゆく。腰を下ろす。周りを見回す。脇の下の窪みから一
片のパンとりだす。触って確かめ，嘆ぎ，接吻する。鶏が2度目に鳴く。
プッフィはパンをーかけむしり取り，噛む。パンは硬い。噛む音を立て
るのを避けられない。
プッブィ Iポリ，ボリ。」
他の連中が次々と起き上がる。
「ポリ，ポリ。」
クラウプ I誰か何か食べてるぞ。」
食べている人を探し始める。止まって，目を凝らし，聞き耳を立てる。
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互いに人の口を力尽くでこじ開け，中にパン屑があるかどうか確かめ
ィ?? ?
。??
「ポリ。」
皆が振向く。彼をまじまじと見る。皆の顎から涯が滴がしたたり落ち
る，まるで犬のように。一人が失神する。
「ポリ，ポリ。J
プvフィは皆に気づく。部屋から逃げた‘そうとする。
クラウプ r奴を掴まえろ!J 
皆がプッフィに跳びかかる。オンケルだけは手に手を挙げた皆から抜
けて留まっていおる。短いキーというプッブィの声。
オンケル 「子供たちよ，そんな行儀はないだろ。」
皆はプッフィを横たえたままにして，それぞれ獲得したパン片を携え
て自分たちの場所 に急いで、ふらふらと民る。どん欲に食り喰らい，喉
を鳴らし，苦なめずりする。
「こんな体操の練習はしかし，まったくの無意味だぞ。いったい何をお
前たちはせしめたのかね? ちょっとこっちに見せてご覧!J 
クラウプが彼にパンの欠片を見せる。
「これっぽっちの物に大騒ぎする値打ちがあったのか? 恥ずかしくな
いのか? 慢にも一寸貰っていいかな?J
他の者たちは食べるのを止めて，驚いて彼の方を見上げる。
健はただ興味があるだけだよ，パンがどんな味がするのか。
クラウプは彼に欠片をもぎって渡す。彼は食べる。
「どう思う，どんな種類のパンだと思う， トウモロコシか，それともう
イ麦か?J
クラウプ: 試すように口でびっちゃぴちゃ音を立ててから， rライ麦
だ。」
オンケル:同様にして， r一寸ウイキョウの入ったものだ， もし健の勘
渦中の私から免れる天上のどこ吹く風 21 
違いでなければ。」
クラウプ:同様に「勘違いじゃないよ。」
オンケル :1見事な味だ，備も認めざるを得なL、。プッフィにも少しゃ
れよ。」
ゴウロス:1あいつは死んだよ。」
彼はプッフィを足で蹴る，ぷつりは前方に，舞台袖のところまで，転が
る。
ヒルシュラー:1奴は芯から健康に見えたがなあ，最後に見たときには。」
オンケル:1お前たちがなにをしでかしたか，分かるか? 獣どもめ !J
迷い込んだ蝿すらもが掛け替えのない食料として輝いて見えるほどの欠乏
のさ中で，オンケル自身もまた食に並々ならぬ執着を示す。しかし，死んだ
プッフィがその食欲には直結することにはならない。
8(4) 
オンケル :1彼の慕碑銘はこうしたい. <彼はその隣人たちに食を供した).
と。」
他の者たち :1アー メン」
オンケル:プッフィの上に覆いをかけて. 1はで，どうした? 彼を選
び出して，タンポポの聞に埋めてやれ。」
他の者たちは膚曙いながらプッフィの手や足を摘む。
クラウプ :1一寸待てよ。」
ゆっくりと覆いをはぎ取る。グラッツは部屋から出て行こうとする。
「鹿れ。J
グラッツ:1分かった。」
ヴアイスがプッフィの腹を裸にする。玄人筋のように触診する。ハース
が咳き込むような音を立てるのが聞こえる。ヴアイスはプッフィの靴を
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片方，靴下を片方脱がせ，脹ら服に触り，クラウプ司毎日を交わす。皆は
呪縛されたように見ている。ヴアイスがプッフィの足を下ろす，と，そ
れが合図となってプッフィは服を脱がされる。
クラウプ:その聞に前方に進み出て，観客に向かつておじぎする。
「駆け出しの医学生として彼は皆に説明しました，つまり，悪い結果は
まったく怖れる必要がない，と。例えば便秘とか，胃炎とか医肢とか
一一そして正しく調理して妙めたり，煮たり，あるいは焼いたりして，
またよく噛めば，です。一一当然ながら，一噛み毎に正しく岨鳴しなけ
ればいけません。 6聞あるいは 7回噛めば申し分ありません。一一味も
良くなり，栄養価も高くなります。結局のところその差はたいしたこと
はありませんが。」
オンケル :rお前たちそこで何してる，もし尋ねて差し支えなければ?J
クラウプ:r火をおこしているんだ。」
ゴウロス :rここは寒いよな。J
9(4) 
ハースが大きな鏑を抱えて，目指ぎながらやって来る。その鍋を竃の上に
据える。
ゴウロス :r鍋は抗って，雪を満杯に入れた。J
食材としての死体を裁くための刃物はしかし，皆が以前オンケルに保管を
託していた。
その引き渡しを拒むオンケル。
10(4) 
オンケル:rお前の住む町でお前は呪われてあれ，畑で呪われてあれ，
渦中の私から免れる天よのどこ吹く風 23 
お前の寵，お前のパンこね桶は呪われてあれ，お前の体の子は呪われて
あれ，出ても帰ってもお前は呪われてあれ。J
ヴアイス:1失礼，刃物はどこだ?J
オンケル:1どんな刃物かね?J
クラウプ:1刃物をこっちにくれないか，オンケル?J
オンケル:1思いもよらんことだ。」
クラウプ:1じゃあ，無理にももぎとらなきゃならないな。」
この窮状の極にあって理性とは何か。飢餓の一般化，地球姐模の傭蹴によっ
て，食人を正当化することがだんだん一般化一一後述ーーしてくる。オンケ
ルを除いては。
1 (4) 
ヒルシュラー:r……今，この瞬間にも，お前さんがこんなに大騒ぎ空
騒ぎしている聞にも，インドでは何百万という人々が餓死している。も
しかすると我々は今日，偶然にもこの上なく優雅な解決法に辿り着いた
のかも知れないぞ。慕場は好物でいっぱL、だ，需は働いて，せっせと煙
を出している，また，素敵な丸々肥えた自殺者たちがどの小川にもぷか
ぷか浮いてるって塩梅だ。しかもこんな有無を言わせず有用な素材が使
われもせずにそこいらじゅうに転がってる! 永遠にお定まりの餌じゃ
あ， もう，うんぎりなんじゃないか? どう盟、う，なんて見事な焼いた
豚が，棒榛を口にくわえて，出てくることか!
ラング:1オンケル，ねえ，理性的になってよ!J 
へルタイ :1ヴアイスさん!J 
ヴアイスがよろよろとやって来る。
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ヘルタイ :1ヴアイスさん，あなたの魅惑的な能書きをよろしくお願い
します。J
他の皆の嚇し立てる歓呼の声。
ヴアイス:1ああ，こりやまあ，そんな時代もあったっけな。あの頃は
三百ものレシピをそらで覚えていたもんだ。どれだって作ってみせられ
た，たいしたもんだ。J
彼は指を鳴らす，と皆が大喝采。
「仔牛の腎臓蒸し! 短時間煮た腎臓の薄切り，樽榛汁をふりかけ，焼
き汁を混ぜた良質のバターと塩，胡淑，みじん切りのセロリ，みじん切
りの玉葱を和えて，軽く焼く。蓋をした鍋をとろ火にかけて蒸す。もう
一度，味加減をみながら塩を加える，そして最後に瀬シ aリーを二匙か
けるのさ!J 
他の者たちのl喝采，歓呼。
オンケルの逆襲。見事な食材と化した人肉の復習。
5f.(4) 
オンケル:1そして今，食事が運ばれてくる。」 彼は食べものを運ぶ真
似をする。
「こちらが，一一湯気が立っているテリーヌです一一両手両足付きです。
…こちらが一一脳味噌のお鉢です，パン生地に包んで黄金色に焼き上がっ
ております。…こちらが一一眼を盛ったお皿です，…こちらが一一蒸し
腎臓です，…そしてこちらが焼き肉盛り合わせ大皿です，なみなみ注い
だ血のソースに泳ぐようで，背には入墨ナンバーがついています !J
万魔殿，阿鼻叫喚，掘殺される声，喉の鳴る音，何人かは長椅子の上に
頚れているが，彼らの拐殺の苦しみはなおも続く。ヒルシュラーは，口
の前に手を当てがって，散在する椅子の方へとよろけて行って，座ろう
渦中の私から免れる天上のどこ吹く風 25 
とする，が，オンケルの次の一言が彼を博然とさせるので，椅子の傍ら
で床に艶れる。
「だめだ，これはプッフィの椅子だ 1J 
殺されたプッフィの息子が父のことを尋ねるという芝居仕立てのやりとり。
57ω 
「彼をどうしたんですか?J
「我々は彼を平らげてまた放り出したのさ。(彼は跳びあがってオンケル
のところへ行く) お前がどうしたいか，分かつてるさ，だが俺は，お
前のせいで未来永劫にわたって食欲を台無しにされたり，心の重荷を負
わされたりしたくない。一一肉は肉さ，天にまします父上なんぞ糞くら
えだ(そこいらじゅうを歩き回る)俺は悪人じゃない。 草を食んで
いる子羊の毛一本宅ったりしない。 誰かがその仔羊に指一本触れても，
そいつを殺してやる。 そうだ，額をぶち割ってやるかもな，ところがだ，
どこの台所でだって毎日毎日殺裁が行われているんだ! 鶏が培られる，
魚の頭が釧ねられる，その他諸々さ一一それで一体どこに境界線を引く
のか? 融かが俺に子学カツレツを出してくれたら，それに涙を流した
りはしない，置きっぱなしにして腹ぺコでそこからおさらばしたりはし
ない。 俺は馬鹿じゃなL、! 馬鹿になっても何の値打もなL、! 肉は
肉だ，だから俺は生存し続けたいんだ，そのしるしを残したいんだ。…」
日常茶飯の殺裁を引き合いに出して，このたびの食人そ一般化し正当化す
る試みは，逆に，日常茶飯の営みの殺裁を暴きだす働きをした。
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3 
再びネストロイに戻って，赤の他人ならば人間札爾余の食材とひとしな
みに扱う習慣，ここ，南極近くの人跡未踏，或いは半ば未踏の島々に通用す
るそんな常識・習慣が，ひとたび身内が対象となるや別の様相を呈する。即
ち，互いの配偶者は他者として食事に供するになんら薦躍いがないものの，
ひとたび血を分けた(じつは分けたかどうか怪しH 息子を食したことになる。
61/12-62/9ω 
ビ、ーパーハーン:(傍白，不気味な横目をアーベントヴィントに向けな
がら)このわしの上品な友情の腹の中には，奴に対する恐ろしいまでの
疑念が渦巻いているのだが。
アーベントヴィント:(傍白，不気味な横目をビーバーハーンに向けな
がら)唇には甘い蜜，それにひきかえ，胸の内にはフツフツと精疑心が
湧いているのだが。
ビ、一パーハーン:(声に出して)男やもめとして会うのは初めてですな。
アーベントヴィント:そのとおり，前回お会いした折りにはお互い女房
がおりましたな。(横目を繰り返して〉正体不明の男に奪われてしまっ
たのです。
ビ、ーパーハーン:(陰気に，傍白，自分を指差しながら〉わしはその正
体不明の男を知っておる。(ずる賢い横目をアーベントヴィントに向け
ながら)しかし奴は何も気付いておらん。(声に出して〉私の女房も密
かに拐されてしまいました。
アーベントヴィント:(傍白)わしの部下によってな。(ずる賢い横目を
ビ、ーパーハーンに向けながら〉ところが奴ときたら，まったく気がつい
ていない。
渦中の私から免れる天上のどこ吹く風 27 
ビーパーハーン:よその国でもよく女たちが拐されるようですな。
アーベントヴィント:そう，そういうこともある， しかし。
ビーバーハーン:(アーベントヴィントに対する密かな怨恨を込めて)
この人食いの島では，たちまちこうでしょうな。(と食べる仕草をする)
アーベントヴィント:拐されただけなら，そのうちに帰ってきます。そ
して乞い，願い，普い，枕きわめくときたもんです，よく雷うように
「後になってようやく悟るJ.突加また家に戻る，ってわけです!しかし
一度食われてしまったとなれば， もう希望はありません。
ビーバーハーン:(必死に自制して)この話はやめましょう。事情はあ
まりにデリケートすぎて，美味しすぎますからな。
アーベントヴィント:(独自，心地よげに胃を叩きながら)そのとおり，
奴の今は亡き女房は，実に美味じゃった。
ビーパーハーン:(独自，心地よい思い出に胃を叩きながら〉わしはアー
ベントヴィントの女房ほどうまいもの毎食ったことがない。
アーベントヴィント:…アタラ，食べてる人の口を覗きこむものではな
い。年頃の娘は上品にしないとな，ジロジロ見るのは品が良くないぞ。
ビ、ーパーハーン:かまいませんよ，この娘さんも食べたくなるほどに愛
らしいですな。
アーベントヴィント:母親に全く瓜二つで。
ビ、ーパーハーン:確かに，実に光栄の至りでした. (低い声で，傍白〉
その母親を食べたことは。(一層貧欲に食べる。)
アーベントヴィント:(ビーバーハーンを脇から見つめながら，傍白)
なんとガツガツつめこむことか，まるで気でも紛らわしたいかのようだ。
(声に出して)おや，こいつはいったい何だ?ソースの中に何やら・・・
(皿から櫛を取り出す)こりゃ，櫛じゃないか!
ビーバーハーン:確かにそうだ。(それをウットリと見ながら)まこと
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に立派な象牙の櫛だ。
アーベントヴィント:そうだ確かに。しかし料理に入れる必要はありま
せんな。盛りつけの際の注意不足です。なにしろヤモメ暮らしなので，
どうも台所を監督する者が居ないのです。
ビーバーハーン:r焼き直しは良くなL、」と，先ほどおっしゃったでは
ないで-すか。なぜにヤモメの話をまたぞろ焼き直すのですかな? (先ほ
どよりも，さらに激しく食べる)
アーベントヴィント:l 、や…それは…そういうつもりでは…
アタラ:(ビーバーハーンを驚いて見ながら)まあ，パパ，見て。
アーベントヴィント:(同様にビーバーハーンの食欲に驚いて，傍白)
わしが奴の妻君をナニしたように，奴がわしの妻君をナニしたのなら，…
一口奴のノドにつまらせてやりたい。
ビーバーハーン:(大きな固まりを無理矢理飲み下そうとするようなし
ぐさ。)
アタラ:パパ，あんなに無理矢理飲み下そうとしているわ。
アーベントヴィント:(平静に)何か喉につまったんだ。(傍白)もしか
したら良心の痛みか?
アタラ:(不安そうに)窒息しそうよ!
アーベントヴ、ィント:(冷静に)彼は神の掌中にある。
アタラ:私たちが子どもの時なら，いつも背中を町かれたわ。
アーベントヴィント:それではエチケットに反する。支配者の背中を町
くことはできんよO
アタラ:(もっと不安になって)宮廷医師はどこかしら?
アーベントヴィント:あんな医者にかかった日には，何でもかで-も下に
押し出す為とあれば，等の柄でも処方されかねない。
ビ、ーパーハーン:(大きく息をついて)もうだいじようぷだ。(すみやか
に元気を回復して)一体何だったんだ? ひどく飲み込みにくいものに
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遣いなL、。固くて，丸いものだったが。
アーベントヴィント:四角でなくてまだ良かったですな。まあ，消化カ
が良ければなんだって…
ビーバーハーン:何か歯にも詰まっているようだ。(ちょっと脇を向き，
楊枝を使って，口の中から時計の鎖を取り出す。)
アーベントヴィント:(驚いて〉けしからん，今日のコックは何でもか
んでもぷちこんだな!
ビ、ーパーハーン:おそらく他の物を柔らかく感じるようにコントラスト
安つける為かな。
アーベントヴィント:そうかもしれん。しかし櫛とか，鎖とかは料理用
の添え物ではなし、。むしろそれ自体独立した実体告もった物でしょうが。
ビーバーハーン:健としては， もうすっかり良くなったわい。
アーベントヴィント:すばらしい胃袋に万歳ですな。
73/30-39ω 
ピ、ー パー ハー ン カリブ風料理はすばらしかったが，時計が付きものと
いうわけだったか。待てよ(お腹をさすりながら)。何かモゾモゾする
(時計がパパトウトウ族の戦さ歌を奏でる)。なんてこった(歌が終わっ
てから)これは我が南極闇悶の愛国歌ではないか。この世にこれを奏で
る時計は lつしかない。その lつを持つのは，たった 1人。それはわが
息子なり。すなわちこの時計のある所に，わが息子はいる。その時計が
大皿の料理の中にあった。とは・・・つまり，ああ恐ろしき確証。さっ
きのあの御馳走は，わが息子であったか!
物語はじつはこのまま終わらない。ちょうど『ドン・ジョヴァンニ」が，
後から付け加えたとも噂されるあの蛇足の，視点の超越を，いわば日常化す
る，本来とは逆方向のデウス・エクス・マキナの仕業と思しき日常化の敢え
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て蛇足を，なお継ぎ足して事なきを得る，それにも似たどんでん返しを芝居
の結末に用意している。同様にタボリの『食人鬼たち』の幕切れも亦，誰の
ものでもない声，少なくとも登場人物の誰とも特定しようのない，天からの
声? とも思しき機械仕掛けの声が舞台に降り捷ぎ響き渡ってヘロドトスと
ストラボンの歴史開聞以来の食人の風習を列挙する記述を引用，舞台を跳梁
した酸鼻極まる惨事の一般化を試みる。とみえてまた見方変われば，かかる
一般化の結末あるいは落ちは，むしろとりもなおさずこのデウス・エクス・
マキナの技によって収められたかのごとき舞台全体を，舞台そのものをひっ
くり返す働きをするのではないか。ちょうど，タルコフスキーのソラリスの，
帰還した古里たる地球がそっくりイメージを具体化するソラリスの海に浮か
ぶ島でしかなくなったことを示す遠ざかりゆくカメラアイの働きにも似て。
郷愁の故郷は，そのとき，小さく色槌せて幻影へと退く，ヴォツェックの反
童話の中の子供にとってのように。
《註釈》
(1) ~タボーリ・パイマン・フォスーーウィーン観劇覚書C1H 明治大学教養論
集第257号所収， 1993年
その後タボりは 2007年に長逝，フォスはつい昨年2014年に思いがけなく亡
くなった。
(2) ~夜風酋長』原文の，頁数/行数 を示す(以下同様)
Johann Nestroy: Hauptling Abendwind oder das Gaulihche Festmahl 
Operette in Einem Act. 1862 
in: Johann Nestroy: 8amtliche Werke. Historisch-kritische Ausgabe. 
8tucke 38， Wien. 88.41/1-79/27 
(3) ~我が闘争』原文の頁数を示す(以下同様)
George Tabori: Mcin Kampf. Farce. 1987. in: Tabori， G.Theaterstucke 
1. 1996. F.m.M. 88. 143-204 
(4) ~食人鬼たち」原文の頁数を示す(以下同様〉
George Tabori: Die Kannibalen. 1968/69f. in: Tabori， G.Theaterstucke 
I. 1996. F.m.M. SS.I-74 
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